
                                            

 

おもな行事 

1 月 東京新年歌会 

4 月 あめつゆ忌 

 8 月 大鳥大社(大阪府) 献歌 

10 月 全国大会 

 

 
普通会員 25,000 円/年 １か月８首投稿できます。 

講読会員 17,000 円/年 １か月３首投稿できます。 

 

 

あけび HPへ

 
あけび歌会ホームページ 

https://shibuya-west.com/akebiutakai/ 

毎月のあけび歌会の活動やあけび誌の 
主な記事がご覧になれます。 

 

問い合わせ先・メモ 

五七五七七 

短歌ってむずかしい？ 

短歌ってどうやって作るの？ 

興味はあるけど作ったことないな。 

T 

N 

K 

 

歌
の
あ
る
日
々 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
け
び
歌
会 

いずれの会員も月々「あけび誌」の送付を受けることができます。 

入会希望される方はお近くのあけび会員までお申しつけ下さい。 

郵便局払込番号     00150-4-32241    振込先 あけび発行所 

オンラインでの払込  ゆうちょ銀行 当座 〇一九店 口座番号 0032241 

https://shibuya-west.com/akebiutakai/


                                            

正 岡 子 規 の 「 写 生 」 

見たままに見たもの

を詠んで、その短歌

を読んだ人もまるで

そこに居るかのごと

くそれに共感できる

ということです。 

子規は短歌において

も俳句と同様に「対

象をありのままに写

す」写生を重視しまし

た。 

 

 

短歌は近寄りがたい優雅な文学と思われがちですが、実は生き

ていく上での思いを自分の言葉で表現できる身近な日記のような

ものです。俳句が季語を入れて客観的な視点から感動を表現する

のと比較し、短歌には細かいルールはほとんどなく、自然のこと、

日々の出来事、回想などで、はっとした発見や感動をそのまま五七

五七七の三十一音につづれば、それが短歌となります。あけび誌に

掲載されている短歌には以下のようなものがあります。 

 

◇
終
点
が
「
ご
め
ん
」
と
書
か
れ
た
高
知

な
る
路
面
電
車
に
乗
り
た
し
旅
に 

◆
吾
に
ま
だ
残
り
し
も
の
か
胸
底
の
真

紅
の
薔
薇
の
ご
と
き
情
熱 

◇
転
ば
な
い
風
邪
ひ
か
な
い
で
頑
張
ろ

う
タ
ッ
チ
で
別
れ
る
八
重
洲
北
口 

◆
「
奥
さ
ん
の
味
噌
汁
の
味
褒
め
て
る

か
」独
り
と
な
り
し
友
の
つ
ぶ
や
く 

◇
こ
ん
な
日
は
夕
陽
を
暫
し
と
ど
め
置

き
君
と
ゆ
る
り
と
話
し
て
み
た
し 

◆
寒
冷
え
に
窓
の
結
露
に
亡
き
妻
の
名

前
書
き
て
は
雫
し
た
た
る 

◇
さ
ら
ば
と
て
握
る
母
の
手
や
は
ら
か

し
包
む
わ
が
手
を
放
ち
給
は
ず 

「あけびの由来」  

「あけび」は大正 10 年

に花田比露思によって

創刊されました。正岡

子規を敬慕し止まなか

った比露思はその歌風

を受け継ぎました。 

短歌が韻文詩である

からにはリズムが大

切です。心に閃いた

感動を表すのにぴっ

たりくる表現、言葉を

探すのも楽しい作業

です。 

「五七五七七」という

リズムは、人の呼吸と

同じです。時代がどん

なに変わってもその

呼吸の中に人間が息

づいている限り生き

続けるものでしょう。 

「
あ
け
び
」
に
は
全
国

に
12
の
歌
会
が
あ
り

ま
す
。 

  歌会所在地             名称 
東京・神奈川      若葉 東京即詠 もえぎ さつ
き 

愛知             江南 
近畿             京都 大阪 奈良 桜井 

四国             松山 
九州             秋月 福岡 

東京・神奈川 

愛知 

近畿 

四国 

九州 

若葉 東京即詠 もえぎ さつき 

江南 

京都 大阪 奈良 桜井 

松山 

秋月 福岡 

  

これらの参考資料を使って  

勉強しています。大阪歌会 

 

ZOOM を併用しての歌会 もえぎ歌会 


